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F5ネットワークス、既存の自社テクノロ
ジーを活用して、短時間で IPv6ネット
ワークを構築

アプリケーション・デリバリ・ネットワーキングのリーダーとして、F5は以前からインターネッ
ト・プロトコル・バージョン6（IPv6）への移行を見込んでいました。その準備として、F5 
情報システム部門は、BIG-IPを利用しての対外向けWebサイトの IPv6対応を行いまし
た。このプロジェクトの目標は、F5のお客様が IPv6への移行に際して直面する可能性の
ある予期せぬ課題を確認することでした。

詳細なテストはまだ継続中ですが、最初のテストには成功し、プラスの結果を得ることが
できました。F5のお客様にとって、ここで明らかになったもっとも重要なことは、お客様は
IPv6への移行を開始するのに必要なツールをすでに持っており、移行は業界アナリストや
IT評論家に信じ込まされたほど大変ではないということです。

ビジネス上の課題

IPv4アドレスが減少し始め IPv6アドレスが世界
的に広がり始める中、インターネット上でビジネ
スを展開している企業は、自社の環境に IPv6環
境をどのように統合していくか検討する必要が
あります。

日本や東南アジア、インド、南米など世界の多く
の地域で、企業やサービスプロバイダが IPv4ア
ドレスを取得するのは困難になっています。

IPv6がもたらす最大の課題は、IPv6が IPv4と
まったく互換性がないことです。この2つのプ
ロトコル間ではいわば、「会話」が成り立たない
のです。つまり、IPv4ネットワークとIPv6ネット
ワークは完全に別個であり、何らかの仲介技術を
介さない限りトラフィックは一方のネットワークか
ら他方のネットワークに流すことはできません。

その結果、あくまで「IPv4ネイティブ」にこだわ
る企業は、最終的に IPv6をサポートする必要が
あります。さもなければ IPv6ネットワークからア

クセスしてきたユーザはその企業のWebサイト
やコンテンツにアクセスできないため、ビジネス
機会の損失に直面することになります。

F5ネットワークスの情報システム部門のネット
ワーク・エンジニア、Casey Scottは次のように
述べています。「私たちは、お客様が IPv6を簡単
にその環境に統合できるようなソリューションを
提供していますが、F5の情報システム部門もま
たF5の顧客です。私たちは、弊社のお客様と同
じようにIPv6をサポートする必要があります。つ
まり、IPv4ネットワークとIPv6ネットワークの利
用者に一貫したサービスを提供し続けるのです」

F5の情報システム部門は、F5ネットワークスの
ホームページ(www.f5.com)以外にも、サポー
トページやオンライン技術コミュニティサイト、
ダウンロードサイト等のWebサイトも運用して
います。

概要
業種
技術

課題
 · IPv4サービスを中断することなく
データセンターを拡張して、IPv6
ネットワークに対応

ソリューション
·· BIG-IP® 3900

·· BIG-IP® Local Traffic Manager™

·· BIG-IP® Global Traffic Manager™

メリット
 · IPv6ネットワーク環境を迅速に構
築し、新しい市場チャンスに対応

 · 既存の F5ツール、技術、および
方法を利用

 · 段階的なサーバ移行戦略を採用

 · 概念の実証から実稼働へシーム
レスに移行

「 BIG-IPは IPv6対応をするべきものの中では、対応が容易な機器で
した。F5は既に、IPv6ネイティブ環境に対応しており、IPv6対応で
F5は先行しています」
F5 ネットワークス、ネットワーク・エンジニア、Casey Scott
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Scottは次のように述べています。「私たちは、
IPv4ユーザに対して常に提供していたサービス
に、IPv6ユーザがアクセスできなくなることを望
みません。そのため、IPv6のサポートは、移行と
いうよりサポートの拡張と考えています。最終的
に、私たちは当社のすべてのWebサイトを IPv6
ネットワークで利用可能にする予定ですが、IPv4
のサポートを終了しようとしているわけではあり
ません。それはまだ当分先の話で、サポートは続
ける予定です」

ソリューション

F5の情報システム部門は、F5のお客様が考えて
いることと同じように、中断やダウンタイム、追加
のインフラストラクチャ費用を最小限に抑えなが
ら「いつ」「どこで」「どのように」IPv6対応させる
かという問題に長い間取り組んできました。

戦略の計画

「いつ」かという問題は、必要な準備のために
重要であることがはっきりしました。F5の IT 
Network Engineeringおよび IT Dog Food 
Programのマネージャ、Jon Caplesは次のよ
うに述べています。「テストであろうと実稼働であ
ろうと IPv6を実装する場合、まず IPv6接続を提
供しているインターネット・サービス・プロバイダ
（ISP）を見つける必要がありますが、現在利用し
ている ISPには IPv6接続を提供できないかもし
れません」

「ワシントン州スポケーンで当社が利用している
ISPはすでに IPv6をサポートしており、必要な回
線を提供していました」Caplesは続けます。「け
れども、シアトルで ISPを見つけるには、6ヶ月以
上かかりました。回線を確保したら、IPv6アドレ
スをリクエストし、取得し、割り当てる必要があり、
書類のやりとりだけでも何ヶ月もかかる場合があ
ります」

「どこで」移行を開始するかという質問に対して
は、情報システム部門は実稼働しているサーバを
IPv6用に設定するのではなく、概念実証（Proof 
of Concept）を実行することにしました。情報
システム部門は、冗長化されたBIG-IP Local 
Traffic Manager(LTM) と Global Traffic 
Manager(GTM)が動作する冗長化された
BIG-IP 3900をシアトルとスポケーンのデータ
センターに配置しました。

稼働中のネットワークを使用しなかった理由は、
既存の IPv4サービスへのリスクが定量化できな
かったことと帯域幅の問題です。スポケーンでは、
F5は50 Mbpsの IPv6回線を確保できましたが、
シアトルでは1.5 MbpsのT1テスト回線を利用
しています。Caplesは次のように述べています。
「私たちが主に求めていたのはパフォーマンスで
はなく容量だったので、テスト環境としては1.5 
Mbpsの帯域幅で十分した」

「どのように」は、情報システム部門にとって答え
るのが一番簡単な質問でした。データセンターで
は、BIG-IPがクライアントとサーバの間に設置さ
れています。BIG-IP LTMはユーザとアプリケー
ションの間のネットワークトラフィックを管理しま
す。BIG-IP GTM は DNS（Domain Name 
System）サービスを提供するため、トラフィック
を複数サイトの間で管理することができます。

BIG-IPは完全なプロキシデバイスであるため、ク
ライアントとサーバの間のすべてのやりとりを確認
できます。またデュアルスタックに対応しているた
め、IPv4とIPv6のリクエストを両方とも理解して
処理することができます。またはゲートウェイとして
動作して、IPv4アドレスを IPv6に、または IPv6ア
ドレスを IPv4に変換することが可能です。Caples
は次のように語っています。「F5の多くのお客様は、
すでに所有しているBIG-IPにこれらの機能が実装
されていることをご存じではありません」

概念実証（Proof of Concept)

お客様はBIG-IPのデュアルスタック機能を利用
して自社のDNSサーバを活用し、IPv6リクエス
トを直接解決できます。情報システム部門は、こ
の方法で概念実証を行いました。BIG-IP 3900
を IPv6ネットワーク用に設定し、www.f5.com 
に対して IPv6仮想アドレスを割り当てました。
このサーバは、すでに IPv4インターネット上で
www.f5.comをホストしているサーバと物理的
には同じものです。

サーバには、何も変更を加えていません。「私た
ちはただ、BIG-IP GTMのDNSサーバに、当社
のほとんどのWebサイトの為に新しい IPv6ア
ドレスを割り当て、それらのアドレスが IPv6イン
ターネットで一般に使用できるようにしただけで
す」とScottは述べています。

IPv4とIPv6の両方のネットワークに接続された
ため、BIG-IP GTMにはF5のすべてのWeb
サイトについて有効なAレコード（IPv4）と
AAAAレコード（IPv6)が設定され、クライアン
トからサーバまたはサーバからクライアントの 
どちらの方向でもDNSクエリに答えられるように
なりました。たとえば、BIG-IP GTMがAレコード

のリクエストを受信すると、IPv4アドレスがクラ
イアントに返されます。AAAAレコードのリクエ
ストを受信すると、IPv6アドレスがクライアントに
返されます。

Scottは次のように述べています。「私たちはこ
の方法を異なる IPv6クライアントで試しました
が、問題なく動作しました」IPv4ネットワークのみ
で提供されている他社のコンテンツに対するリン
クを除き、すべてのケースで、F5 Webサイトは
IPv6専用の端末からのアクセスで期待通りに動
作しました。

Scottは次のように説明しています。「他社のウェ
ブサイトを弊社がコントロールすることは当然で
きませんので、それが期待通りに動作するかは保
証できません。けれども、これはF5の問題では
なく、一般的なことです。そのため、企業がその
Webサイトやコンテンツを IPv6で利用できるよ
うにするまで、IPv6ユーザがアクセスできないの
か、直接または参照先URLとしてアクセスできな
いのか理解することが非常に重要です。また、企
業が IPv6で動作するアプリケーションのために
IPv4アプリケーションのサービスを停止すれば、
ビジネスパートナーやSaaSにかなりマイナスの
経済的影響をもたらす可能性があります」

メリット

詳細なテストは継続していますが、情報システム
部門の IPv6概念実証は成功し、F5のお客様が自
社の環境で迅速に IPv6環境を実現できる明確な
メリットが明らかになりました。

既存のインフラストラクチャで新しい市場への
サービスを迅速に実現

IPv6はまったく新しい顧客を生み出します。新し
い大規模な市場が世界中に生まれており、企業は
これを無視することはできません。F5のお客様
にとって、現在使用しているF5の技術、ツールを
利用して、この新しい市場に対応した IPv6ネット
ワーク上でのビジネスを迅速に実現できます。

Scottは次のように述べています。「BIG-IPを利
用することで、F5のお客様はこの新しい市場に
すぐに参入することができます。素晴らしいのは、
実稼働のサーバやネットワークに何の変更も加え
ずに IPv6ネットワークでのビジネスを確立できる
ことです」

また、「BIG-IPの設定および IPv6対応には、数時間
しかかかりませんでした。また、IT担当者に新た
なトレーニングをする必要もありませんでした」

さらに、すべてのテストが完了した時点で、情
報システム部門は各データセンターで使用した
BIG-IP 3900を実環境にそのまま使用します。そ
のため新たなハードウェアの費用は発生しません。

「 BIG-IPを設定し IPv6ネット
ワーク上で利用できるよう
になるまで数時間しかかか
りませんでした」
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概念実証から実稼働へ迅速に移行

Scottは「IPv6をまったく別個の概念実証で導入
する大きなメリットは、BIG-IPやファイアウォー
ル、サーバを変更せずにこのテストができたこと
でした。当社のセキュリティポリシーは、何も変更
しませんでした」

すべてがうまく動作することを確認した後、情報
システム部門は新しい IPv6ネットワークへファイ
アウォール、サーバなどの追加を開始しました。

「概念実証が成功したため、私たちは IPv6アドレ
スの実装に簡単に移行して、実稼働インフラスト
ラクチャにすぐに対応できる自信があります」

段階的な IPv6への移行

BIG-IPの「仮想化」機能により、お客様は段階的
にサーバを IPv6に移行できます。BIG-IPの仮想
IPアドレスにより、BIG-IP配下のサーバは単一の
プールとして表示されるため、個々のサーバを一
台ずつオフラインにして IPv6向けに設定できます。

設定変更中のサーバがオフラインの間、BIG-IP
は残りの IPv4サーバの間でトラフィックの負荷分

散を続けます。設定変更が終了した IPv6サーバ
がオンラインに戻り、負荷分散プールに追加され
ると、BIG-IPは再びすべてのサーバの間でトラ
フィックの負荷分散を開始します。

お客様は、自社のスケジュールに従ってサーバを
順次 IPv6に柔軟に移行でき、大規模な移行作業
を避けることができます。Scottは「シアトルとス
ポケーンのデータセンターでの詳細テストをすべ
て完了したら、当社のサーバをこの方法で IPv6
に移行する予定です」

将来の方向性

コンテンツプロバイダや金融機関、巨大なWeb
サイトを運営する企業にとって、IPv6をサポート
するプロセスはより複雑であるのは明らかです。

そのため企業は、給与処理、請求処理、コンン
テンツデリバリ、CRMといったアプリケーション
やサービス、SaaS、およびアプリケーション・サー
ビス・プロバイダのベンダに大きく依存すること
になります。これらのアプリケーションは、ファイ
アウォール、WAN最適化サービス、キャッシング

や圧縮など導入する方法や時期が個別である場
合があります。

ビジネスロジックは、これらのアプリケーションを
利用している企業に複雑な課題を与えます。

しかしF5のお客様にとっては、大規模であろうと
小規模であろうと、問題はありません。「BIG-IP
は対応をするべきものの中では、対応が容易な機
器でした」F5 TMOS®がこれを可能にしているの
です。

繰り返しになりますがBIG-IPは、IPv4と IPv6の
両方を、クライアントサイドでもサーバサイドでも
扱うことができます。

「BIG-IPは内部的に IPv6に対応している完全な
プロキシサーバであることが優れているところで
す。最終的に、ほとんどのベンダにとって IPv6サ
ポートの提供は2～ 3年の間に予定されていま
す。BIG-IPは既に、IPv6ネイティブ環境に対応し
ており、IPv6対応でF5は先行しています」
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